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2．第 12 回企画展
線の表現力

―アートの諸形態、須田国太郎
《能・狂言デッサン》から広がって
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3．平成 22 年活動報告
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3.1  平成 21 年度の主な活動

期　　間 主　　な　　活　　動
平成22年
　4月27日～6月26日 第 11回企画展　「えがかれた適塾」（緒方洪庵生誕 200年記念・大阪大学創立 80周年プレ

イベント）を開催した。適塾記念会・附属図書館や外国語学部など、本学とその関係者が
所蔵する歴史的史料を積極的に活用した。

　5月1日 ミュージアムレクチャー第 23回「司馬遼太郎と適塾のあった大坂」を開催した。（講師：
司馬遼太郎記念館　上村洋行館長）

　5月15日 ミュージアムレクチャー第 24回「『陽だまりの樹』と蘭方医手塚良仙」を開催した。（講師：
順天堂大学医学部医史学研究室・日本医史学会　深瀬泰旦理事長）

　5月23日 畑田家住宅活用保存会主催、大阪大学総合学術博物館協賛でフォーラム「見たものを描く
喜び」が開催された。（場所：国の登録文化財　畑田家住宅）

　5月29日 ミュージアムレクチャー第 25回「近世大坂の学問と適塾」を開催した。（講師：適塾記念
会　橋本孝成資料専門員）

　6月19日 ミュージアムレクチャー第 26回「適塾と都市大坂の医療環境」を開催した。（講師：住友
史料館　海原亮研究員）

　7月7日 全国同時七夕講演会大阪大学講演が待兼山修学館セミナー室にて行われた。この行事は日
本天文学会と天文教育普及研究会による企画で、大阪大学講演は大阪大学理学研究科宇宙
地球科学専攻と総合学術博物館との共催で行われた。

　7月17日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 47「スケジューリング理論事始め－どの宿題から始めたら良
いの？」を行った。（講師：基礎工学研究科　潮俊光教授　共催：とよなかサイエンスネッ
ト実行委員会）

　7月24日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 48「マチカネワニを探求すると？」を行った。（講師：総合
学術博物館　江口太郎館長　共催：とよなかサイエンスネット実行委員会）

　7月31日 大阪大学理学部化学科、日本学術振興会主催で大阪大学理学部化学科一日体験入学～身の
回りを化学の目で見れば～（「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI」）が理学部化学科にて行われた。（共催：大阪大学総合学術博物館、日本化学会）

　8月4日 サイエンスカフェ＠待兼山№49「塗り替えられる歴史像－室町幕府の場合－」を行った。（講
師：総合学術博物館　松永和浩助教）

　8月7日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 50「母乳育児とセルフメディケーション－たんぽぽコーヒー
の活用－」を行った。（講師：薬学研究科　東由子特任研究員）

　8月17日 当館ととよなかサイエンスネット実行委員会主催で小学校 5、6年生の方対象の「夏の小学
生科学体験教室」を行った。1日目は「水の硬さって、なに？」というタイトルで授業を行っ
た。（講師：理学研究科　福本敬夫助教）

　8月18日 「夏の小学生科学体験教室」2日目は「戦国大名を系図からみてみよう」というタイトルで
授業を行った。（講師：総合学術博物館　松永和浩助教）

　8月19日 「夏の小学生科学体験教室」3日目は「冷やせ！　－195℃の不思議な世界」というタイト
ルで授業を行った。（講師：総合学術博物館　宮久保圭祐准教授）

　8月20日 「夏の小学生科学体験教室」最終日は「花粉管を伸ばしてみよう」というタイトルで授業を
行った。（講師：理学研究科　髙木慎吾准教授）

　8月21日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 51「折畳みの科学－折畳める円筒、折畳めない円筒－」を行っ
た。（講師：基礎工学研究科　小林秀敏教授　共催：とよなかサイエンスネット実行委員会）
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　8月28日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 52「西洋の歴史とキリスト教」を行った。（講師：文学研究
科　江川温教授　共催：とよなかサイエンスネット実行委員会）

　9月4日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 53「相対性理論の世界」を行った。（講師：理学研究科　東
島清教授　共催：とよなかサイエンスネット実行委員会）

　9月11日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 54「固体表面の化学」を行った。（講師：理学研究科　宗像
利明教授　共催：とよなかサイエンスネット実行委員会）

　9月25日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 55「幕末の大坂の浮世絵「浪速百景」－なにがえがかれてい
るか、みんなで探ろう－」を行った。（講師：総合学術博物館　橋爪節也教授　共催：とよ
なかサイエンスネット実行委員会）

　10月10日 総合学術博物館湯川記念室主催、日本物理学会大阪支部共催、日本物理教育学会近畿支部
後援で第 26回湯川記念講演会「フェルミ・ガンマ線宇宙望遠鏡でみる高エネルギー宇宙像」
（講演者：広島大学宇宙科学センター　大杉節教授）と「脳情報による新しいヒューマンイ
ンターフェース技術」（講演者：富山県立大学工学部　唐山英明准教授）が大阪大学中之島
センターにて行われた。

　10月12日～16日 特別展　抵抗を縫う―チリのキルトにおける触覚の物語が大阪大学グローバルCOEプログ
ラム「コンフリクトの人文学」主催、当館共催、大阪大学 21世紀懐徳堂協力で開催された。

　10月16日～11月20日
　の毎週土曜日

総合学術博物館湯川記念室主催の高校生を対象とした行事「6週間でニュートンになろう！
　最先端の物理を高校生に」が豊中キャンパスで 6回に分けて行われた。

　10月27日～1月8日 第 12回企画展「線の表現力―アートの諸形態、須田国太郎《能・狂言デッサン》から広がっ
て」を開催した。本館はじめての本格的美術展である。

　11月7日 ミュージアムレクチャー第 27回「線描の軌跡」を開催した。（講師：画家・宝塚大学講師
　中村貞夫）

　11月14日 畑田家住宅活用保存会主催、大阪大学総合学術博物館協賛で教育フォーラム「これからの
教育－変えねばならないこと、変えてはならないこと」が開催された。（場所：国の登録文
化財　畑田家住宅）同時に畑田家住宅の一般公開も行われた。

　11月27日 ミュージアムレクチャー第 28回「愚直な音楽－ジョンケージによる図形楽譜の試み－」を
開催した。（講師：京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター　上野正章共同研究員）

　12月4日 ミュージアムレクチャー第 29回「能と絵の出会い－須田国太郎　能・狂言デッサン再考－」
を開催した。（講師：大阪大学　天野文雄名誉教授）

　12月4日 ミュージアムレクチャー第 30回「<能 >と父・須田国太郎」を開催した。（講師：JR東海
　須田寛相談役）

　12月11日 ミュージアムレクチャー第 31回「行為の痕跡：1950 年代 <具体 >作品の線」を開催した。
（講師：芦屋市立美術博物館　加藤瑞穂主任学芸員）

　12月22日 待兼山修学館セミナー室にて「消費生活セミナー in 阪大　抜けられへんで！　契約のアリ
地獄～抜け出す方法を教えます～」が豊中市主催で行われた。（講師：NPO法人C. キッズ・
ネットワーク　甲田敏江　協力：大阪大学総合学術博物館、大阪大学生活協同組合）

平成23年
　1月8日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 56「分子の動きを追いかける」を行った。（講師：総合学術

博物館　宮久保圭祐准教授）

　1月15日 サイエンスカフェ＠待兼山№57「放射線とのつきあいかた－その効用とリスク－」を行った。
（講師：理学研究科　松多健策准教授）

　1月22日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 58「高速道路の渋滞はなぜ起こる－渋滞発生の物理－」を行っ
た。（講師：理学研究科　湯川諭准教授）



― 29 ―

　1月29日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 59「「地域」って何だろう？」を行った。（講師：文学研究科
　堤研二教授）

　2月5日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 60「ギターはいつ「カラフル」になったか」を行った。（講師：
文学研究科　春木有亮助教）

　2月12日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 61「漢方ってなあに－漢方・入門の入門－」を行った。（講師：
薬学研究科　島田佳代子（大阪大学後期課程 1年））

　2月26日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 62「ホタルの光のひみつ」を行った。（講師：総合学術博物
館　豊田二郎准教授）

　3月12日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 63「花びらの枚数の決まり方を考えよう」を行った。（講師：
理学研究科　藤本仰一教授）

　3月19日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 64「映画と演劇の歴史」を行った。（講師：総合学術博物館
　横田洋研究支援推進員）

　3月20日 畑田家住宅活用保存会主催、羽曳野市・羽曳野市教育委員会後援、大阪大学総合学術博物
館協賛で第 13回畑田塾「2011 年私たちの四季、音楽とガラスの世界に遊ぶ」が開催された。
（場所：国の登録文化財　畑田家住宅　出演：ヴァイオリン　木野雅之　ピアノ　吉山輝　
ガラスアート　畑田美智子）

　3月26日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 65「里山の植物文化」を行った。（講師：総合学術博物館　
道下雄大招へい研究員）
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3.2  関連記事一覧

新聞（博物館関連）

掲載日 掲載誌名 内　容
平成 22年 5月 14日 THE JAPAN TIMES OPENING KANSAI "Tekijyuku; The origin of Osaka Univrsity

6 月 8日 朝日新聞 Do! 風来坊　旅 ･文化　　　　企画展 ｢えがかれた適塾 ｣を訪ねる…
7月 14日 大阪日日新聞 40万年前の "謎 " 解説　マチカネワニ専門書を発行

阪大博物館江口館長ら
7月 14日 産経新聞 古代巨大ワニのすべてが分かる　阪大総合学術博物館館長が学術書刊行
8月 31日 朝日新聞 宇宙から素粒子まで　高校生に最先端科学を
9月 21日 産経新聞 戦前の「奉安庫」解錠始まる　大阪 ･豊中市
9月 21日 朝日新聞 壁を壊したら「奉安庫」　65年ぶり　阪大 ･豊中キャンパス
9月 28日 毎日新聞　 母校に 3000 点寄贈　洋画家 ･中村さん　阪大が感謝状

10月 10日 毎日新聞　 特別展示：チリ軍事独裁下、人々の思い　抵抗のキルト 40点
-- 阪大博物館 /大阪

10月 10日 THE JAPAN TIMES Osaka museum exhibits Chilean ‘arpillera’ art
10 月 17日 朝日新聞 最先端の物理学　高校生らに講義
10月 22日 京都新聞 【大阪大学総合学術博物館】　線の表現力
10月 29日 THE JAPAN TIMES OPENING KANSAI   “Line: Freedom of Expression’”
11月 10日 朝日新聞 A+1　美術館・博物館　大阪大学総合学術博物館　線の表現力（案内）
11月 27日 読売新聞 光明皇后の経典確認　「一切経」正倉院と筆跡同じ
11月 27日 毎日新聞 この写経　正倉院級　光明皇后主導　阪大名誉教授の遺品
11月 27日 朝日新聞 光明皇后　写経の原本　阪大博物館「正倉院宝物級」
11月 27日 北日本新聞 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 千葉日報 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 山形新聞 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 福島民報 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 京都新聞 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 福井新聞 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 日本経済新聞 光明皇后発願の写経と判明　大阪大、仏教研究者の遺品
11月 27日 産経新聞 光明皇后の写経原本　箕面で発見「正倉院宝物級」
12月 22日 朝日新聞 A+1　美術館・博物館　大阪大学総合学術博物館　線の表現力（案内）

新聞　( 博物館教員関連 )

掲載日 掲載誌名 内　容
平成 22年 5月 12日 日本経済新聞 商都 ･大阪発の「おまけ」文化　値段「まける」が源流（橋爪節也教授）

6月 27日 産経新聞 「露地庵先生のアンポン譚」（評 ･橋爪節也教授）
10月 1日 産経新聞 「露地庵先生のアンポン譚  第四十三話 新・心斎橋論」 森村泰昌

（コメント・橋爪節也教授）
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その他刊行物

刊号 内容

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街 2010 年 4月 18日～ 20日 企画展　えがかれた適塾　（開催のお知らせ）

頭がよくなる遊び場ガイド
プレジデント社 2010 年版 2010 年版　学ぶ意欲を刺激する !　お薦め知的スポット　ベスト 100選

前進は適塾　大阪大学総合学術博物館　待兼山修学館

ともも
有限会社　ともも

2010 年 5月
No.105

とももメッセージボード　ギャラリー ･催し
大阪大学総合学術博物館　『えがかれた適塾』（案内）

広報いけだ
池田市

2010 年 5.1
第 1074 号

みゅうじあむ・がいど
大阪大学総合学術博物館

シティライフ北摂WEST版
株式会社　シティライフNEW

2010 年 5月号
vol.87

緒方洪庵生誕 200年記念 ･大阪大学創立 80周年プレイベント
えがかれた適塾

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街 2010 年 5月 18日～ 20日 企画展　えがかれた適塾　（開催のお知らせ）

広報いけだ
池田市

2010 年 6.1
第 1075 号

みゅうじあむ・がいど　大阪大学総合学術博物館
緒方洪庵生誕 200年記念 ･大阪大学創立 80周年プレイベント　えがかれ
た適塾

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街 2010 年 6月 17日～ 19日 企画展　えがかれた適塾　（開催のお知らせ）

阪大NEWSLETTER
大阪大学

No.48
2010　Summer

大阪大学総合学術博物館
モノの持つリアリティーで勝負　博物館の「カフェ」で気軽に科学談義を

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街 2010 年 7月 16日～ 18日 サイエンスカフェ＠待兼山（お知らせ）

大人組Kansai 
株式会社　プラネットジアース

2010 年 7月
7月号　vol.64

大阪大学総合学術博物館第11回企画展 ･適塾特別展示「えがかれた適塾」
小説や漫画、映画として現代に描かれた適塾

阪大NOW
大阪大学

2010.8
No.119 

* 第 26 回湯川記念講演会 /最先端の物理を高校生に
*Saturday Afternoon Physics 2010

広報いけだ
池田市

2010 年 9.1
1078 号

みゅうじあむ・がいど
大阪大学総合学術博物館

ベストガイド大阪　2011 年版
成美堂出版 2011 年度版 大阪アカデミックミュージアム探訪

大学と地域社会の連携を目ざす　大阪大学総合学術博物館

わくわく理科　6
啓林館 平成 23年度用 理科の広場（歴史 ･生命）　大学で見つかった傷ついたワニの化石

日経サイエンス
株式会社　日経サイエンス 2010 年 10月号 新製品 ･企業インフォメーション　大阪大学総合学術博物館叢書

「巨大絶滅動物　マチカネワニ化石」

生産と技術
編集　大阪大学生産技術研究会
発行　社団法人生産振興協会

2010　Autumn
第 62巻　第 4号 博物館リニューアル ･オープンから 5万人目の入館者（随筆）

阪大NOW
大阪大学

2010.10
No.120

* 共通教育本巻（イ号館）から旧制浪速高等学校時代の「奉安庫」を発見
*インフォメーション　大阪大学総合学術博物館　第 12回企画展

TOYRO　CULTURE
自然総研

2010.10
vol.109 待兼山 ･知と美の山

ともも
有限会社　ともも

2010 年 11月
No.111

とももメッセージボード　ギャラリー ･催し
大阪大学総合学術博物館　『線の表現力』（案内）

広報いけだ
池田市

2010 年 11.1
1080 号

みゅうじあむ・がいど
大阪大学総合学術博物館

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街 2010 年 11月 17日～ 19日 企画展　線の表現力　（開催のお知らせ）

TOYRO　CULTURE
自然総研

2010.12
vol.110

豊中で発見！国内最初のワニ化石『マチカネワニものがたり』
2011 年 1月 24日　イベント予告

月刊書道情報誌　書道界
藤樹社

平成 22年 12月 15日発行
12月号

●ランダム・ハウス●
多様“線”が織り成すアートの諸相　
大阪大学総合学術博物館　第 12回企画展　線の表現力

マチカネワニどら焼き
津の国屋 2010 年 12月 マチカネワニどら焼き（包み）　マチカネワニに関しての記載監修

大人組PLATINUM
株式会社ゆめディア

2011 年 1･2 月合併号
第 2巻　第 1号　通巻 3号

INFORMATION　Museum　●大阪大学総合学術博物館
「線の表現力　アートの諸形態、須田国太郎《能・狂言デッサン》から広がって」

2010 おはこ市　歳末ビッグセー
ル
いしばし商店街

2010 年 12月 14日～ 18日 企画展　線の表現力　（開催のお知らせ）

浪髙同窓会報
旧制浪速高等学校同窓会

平成 22年 12月 31日
第 53号

報道 : 共通教育本館（イ号館）から旧制浪花高等学校時代の「奉安庫」を
発見
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その他刊行物

刊号 内容

歴史読本
新人物往来社

2011 年 3月号
第 56巻 3号

歴史ニュース　発掘 ･発見最前線
光明皇后発願の写経原本を発見

大阪春秋
新風書房

平成 23年　新春号
通巻No.141

特集●没後 80年　小出楢重
芦屋市立美術博物館×大阪大学総合学術博物館　小出楢重を斜め歩く

声のノート
豊中市

平成 23年 1月 24日発行
1月号 広報誌モニターアンケート（1月号）から

阪大NOW
大阪大学

2011.2
No.123

キャンパスニュース
第26回湯川記念講演会/最先端の物理を高校生にSaturday Afternoon Physics 2010

その他の刊行物（博物館教員関連）

刊　号 内　容

月刊島民　中之島
月刊島民ナカノシマ大学 Vol.22　2010　5/1 「大阪市立近代美術館（仮称）」から見えてくるもの。

（橋爪節也教授）

いちょう並木
大阪市教育委員会

2010　May
5/10-6/9　No.335 

おおさかKEYわーど第2回　大阪が沸騰した記憶 -EXPO’70から 40年
（橋爪節也教授）

いちょう並木
大阪市教育委員会

2010　June
6/10-7/9　No.336

おおさかKEYわーど第3回　大阪の偉人のドラマをもっとえがいてくれないか
（橋爪節也教授）

化学史研究
化学史学会

第 37巻　第 4号　2010 年
（通巻第 133号）

広場
化学教育と博物館に携わって : 日本化学会化学教育賞を受賞して

（江口太郎館長）

WEDGE
株式会社ウェッジ 2011 年 1月号 生き残り戦略を大阪から学ぶ

（橋爪節也教授）

鴨東通信
思文閣出版 2011.1　No.80　冬

史料探訪
光明皇后発願　出曜経　巻第四

（松永和浩助教）

インターネット記事

内　容

OSAKA－ INFO　大阪観光案内
財団法人 大阪観光コンベンション
協会

Sight and Facilities 大阪大学総合学術博物館

全国旅そうだん
全国地域観光情報センター
日本観光協会

観光情報　博物館　大阪大学総合学術博物館

全国旅そうだん
全国地域観光情報センター
日本観光協会

今月のイベント　大阪大学総合学術博物館　第 11回企画展 ･適塾特別展示
緒方洪庵生誕 200年記念 ･大阪大学創立 80周年プレイベント　えがかれた適塾

Yahoo!JAPAN　ニュース
時事通信社 奈良時代の写経断簡発見＝光明皇后が発願、正倉院と一致－大阪大

カリスマ案内人と行く大阪まち歩き
図書出版　創元社 第 7回　アートなミナミを回遊する【前編】　心斎橋筋界隈いまむかし（橋爪節也教授）

編集者のホンネ -ChemChemClub 
日本化学会化学だいすきクラブ 低炭素社会って？？？　（2010 年 12月 14日）

カリスマ案内人と行く大阪まち歩き
図書出版　創元社 第 8回　アートなミナミを回遊する【後編】　道頓堀の銘板からウクレレまで（橋爪節也教授）

ラジオ・テレビ

番組名 日　時 内　容

箕面 FM「タッキー 816」（ラジオ） 5/13･16 総合学術博物館の概要や開催中の企画展「えがかれた適塾」の紹介

ARIGATOかみじょうたけし
（テレビ） 6/7 ～ 6/11 総合学術博物館の案内

歴史街道
～わたしたちのまちの歴史と文化～
（テレビ）

9月 1日～ 9月 14日内の
土日

日本初 ! に出会える町とよなか～大阪府豊中市～
大阪大学総合学術博物館（マチカネワニ）

日本放送協会（NHK）ニュース
　（テレビ） 11月 27日 光明皇后指示で作成　写経発見
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カフェ
番号 予定日 コーディ

ネーター 所属 タイトル 対象 要旨

47 2010 年
7/17（土）

潮　俊光 基礎工学
研究科

スケジューリング理論事始
め
－どの宿題から始めたら良
いの？－

中学生以上 自動車から家電製品まで、多くの工業製品に計算機が
使われています。計算機は様々な処理を指定された時
刻までに完了する必要があります。これは、たくさん
の宿題を期日までに仕上げる生徒と同じです。どの順
番で宿題に取り組めば、提出期限に遅れることなくす
べての宿題を仕上げられるでしょうか。この問題はス
ケジューリング問題と言います。今までに提案された
スケジューリング法の基本的な性質を紹介したいと思
います。

48 7/24（土）江口　太郎 総合学術
博物館

マチカネワニを探求する
と？

小中学生、
親子

マチカネワニって知ってますか？恐竜との違いは？実
物化石をじっくり観察すると、どんなことがわかるのだ
ろうか。大学博物館の標本は、単に展示するだけでなく、
いまでも研究や教育に活用されています。いっしょに
マチカネワニを探求してみましょう。

49 8/4（水）松永　和浩 総合学術
博物館

塗り替えられる歴史像 
－室町幕府の場合－

中学生以上 足利尊氏、義満、義政…みなさんは室町幕府の将軍にど
ういうイメージを持っていますか？実はそのイメージ、
これまで何度か変転してきました。しかし、真実は一
つしかありません。それでも歴史像が塗り替えられる
とはどういうことなのか、つまりは歴史学はどう発展
していくものなのか、探っていきましょう。

50 8/7（土）東　由子 薬学
研究科

母乳育児とセルフメディケ
ーション
－たんぽぽコーヒーの活用－

制限なし、
ただし妊娠・授
乳中の方歓迎

母乳に良いとして妊産婦に経験的に用いられてきた薬
用ハーブとしての「たんぽぽ」と、その根を焙煎した
「たんぽぽコーヒー」についてご紹介します。母乳育児
中でいつも以上に健康に気を遣っている・・・そんな
お母さんたちのセルフメディケーションツールとして、
ノンカフェインのハーブ飲料「たんぽぽコーヒー」を
活用してみませんか？

51 8/21（土）小林　秀敏 基礎工学
研究科

折畳みの科学
－折畳める円筒、折畳めな
い円筒－

中学生以上 円筒の側面が、規則正しく並んだ三角形で分割されて
いるオブジェ、通常は円筒の軸方向に押しても簡単に
は折畳めませんが、ある条件さえ満足していれば、簡
単に折畳めます。このカフェでは、最初に、円筒の折
畳み条件について概説します。その後で、示された折
畳み条件を満たす円筒を自ら考え、色紙を使った自分
オリジナルの折畳み円筒造りに挑戦し、組み立てたオ
リジナル円筒が本当に折畳めることを体験します。

52 8/28（土）江川　温 文学
研究科

西洋の歴史とキリスト教 高校生以上 近代以前の人びとにとって、生活に根ざした信仰とはど
のようなものでしょうか。この問題は、広く比較文明の
見地から考えるべき問題ですが、今回は中世以降のヨー
ロッパについて考えます。中世以降のヨーロッパでは、
キリスト教信仰が支配的であるという見方が一般的で
す。しかしそのキリスト教信仰はどのようなものでし
ょうか。あらかじめ、いくつか資料をお贈りしますので、
それを読んできて下さい。そして感じたことを自由に
話していただこうと思います。ただし議論の核をいく
つか、あらかじめ提起しておきましょう。
１）中世以降のヨーロッパ文明が一神教の文明だとい
うのは本当でしょうか。
２）外来の信仰がある地域に根付くためには、何が必
要なのでしょうか。
３）知識人と民衆の宗教信仰は、どのように違うので
しょうか。

53 9/4（土）東島　清 理学
研究科

相対性理論の世界 制限なし 光の速さは一定らしい。
それがどうしたというのだ？
そうすると、走っている人の時間はゆっくり進む事に
なるらしい。
まさか。
それだけじゃない。走っているものは短くなってしま
うそうだ。
馬鹿なことを言うな。
そんな馬鹿なことを話してみたい。あなたは信じます
か？

54 9/11（土）宗像　利明 理学
研究科

固体表面の化学 制限なし 金属などの固体の表面を磨くとピカピカになります。し
かし、その表面にはたくさんの原子や分子がくっついて
います。表面に分子がくっつくことにより、「触媒」や
「有機発光素子」などが実現しています。固体表面の分
子の性質を簡単に解説します。

55 9/25（土）橋爪　節也 総合学術
博物館

幕末大坂の浮世絵「浪花百
景」
－なにがえがかれている
か、みんなで探ろう－

制限なし 「浪花百景」は大坂の名所旧跡を三人の浮世絵師が描い
た錦絵の揃いものです。そこに何が描かれているのか、
三人の絵師たちは競い合ってどんな工夫をしたかなど、
描かれている名所旧跡の歴史や由来のみならず、モチ
ーフや構図、色彩などを、参加者全員で謎解きしてい
きましょう。
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カフェ
番号 予定日 コーディ

ネーター 所属 タイトル 対象 要旨

56 2011 年
1/8（土）

宮久保 圭祐 総合学術
博物館

分子の動きを追いかける  中学生以上 身の回りのいろいろな物質は分子が集まってできてい
ると学校では教わりますが、それを実感することはある
でしょうか？分子はただ集まっているだけでなく、そ
の中で動くことによっていろいろな現象が起こります。
分子の動きはどのようなものなのか、それをどのよう
に調べるのか紹介します。

57 1/15（土）松多　健策 理学
研究科

放射線とのつきあいかた
－その効用とリスク－

中学生以上
親子連れ歓迎

身の回りの自然界には、結構いろんな放射線が飛び交
っているって知ってましたか？原子力や星のエネルギ
ーの源であり、原子核の研究は言うに及ばず、医療分
野でも、なくてはならない放射線技術。放射線はどん
な風に役立っているのでしょうか？危なくないんでし
ょうか？放射能は地震を起こす？大気の成分に、太古
からの放射能の証拠がある？地震予知に使える？この
カフェでは放射線を実際に目で見て、放射線とのつき
あい方を考えてみましょう。

58 1/22（土）湯川　諭 理学
研究科

高速道路の渋滞はなぜ起こ
る
－渋滞発生の物理－

中学生以上 行楽シーズンになると、よく高速道路での渋滞がニュー
スになります。なぜ渋滞が発生するのでしょう。単純
に道路を走っている車の数が多いからでしょうか。実
は渋滞が発生するということの物理的背景には、「相転
移」という現象が関係していることが知られています。
車の数が多いことはそんなに重要ではなく、水が氷に
なる時に見られるような相転移が本質的なのです。こ
こでは渋滞発生の物理について探っていきましょう。

59 1/29（土）堤　研二 文学
研究科

「地域」って何だろう？ 中学生以上 「地域」という言葉をよく聞きますが、「地域」って何
かとたずねられたら、答えるのが意外とかんたんでは
ないようです。またそういう「地域」のことを、どう
やって考えたり、調べたりすればいいのでしょうか？
こういう、ゆるやかなテーマについて、いっしょに考
えましょう。

60 2/5（土）春木　有亮 文学
研究科

ギターはいつ「カラフル」
になったか

制限無し 現在、世界で最も人気のある楽器の一つと言ってよいギ
ター。いわゆる「クラシック・ギター」は、19世紀の
ヨーロッパでほぼ現在のかたちにたどりつき、いわゆ
る「フォーク・ギター」、「エレキ・ギター」は、20世
紀前半にアメリカで生まれました。ヨーロッパのギター
とアメリカのギターは、さまざまな点で異なりますが、
一目見てわかるのは、アメリカのギターが色とりどり
であることです。いつ、なぜ、アメリカのギターには「色」
がついたのか。100 年前のギターの実物を見ていただ
きつつ、お話します。

61 2/12（土）島田 佳代子 薬学
研究科

漢方ってなあに
－漢方・入門の入門－

中学生以上
（学生歓迎）

みなさんは漢方に対してどのようなイメージをお持ち
でしょうか。苦い？高い？なかなか効かない？－最近
注目が高まってきている一方で、漢方の真実の姿はあ
まり知られていません。クイズや体験を通して様々な
誤解を解きながら、漢方の世界に迫ってみましょう。

62 2/26（土）豊田　二郎 総合学術
博物館

ホタルの光のひみつ 制限無し ホタルを素手でとったことがありますか？熱かったで
しょうか？いまでは、アニメ映画「火垂るの墓」でし
かホタルを知らない人も多いかもしれません。ホタル
が光るしくみとまったく同じことを試験管の中で行い、
電灯とは違う光（化学発光）の性質と酵素反応について、
参加者全員に体験していただきます。

63 3/12（土）藤本　仰一
北沢　美帆

理学
研究科

花びらの枚数の決まり方を
考えよう

制限なし
親子連れ歓迎
（対象をチラシ配
布時と変更）

人間の指の本数は５本、桜の花びらは５枚と、生き物の
多くの形には決まった数があります。また、4つ葉のク
ローバーは幸せの印と言いますから、決まった数から
稀（まれ）にずれることもあります。数を決める仕組み、
ずれる仕組みは、最先端の科学でもあまりわかってい
ません。植物の形を眺めながら、数を決める仕組みを
あーだこーだと一緒に考えてみましょう。
花が生まれる時には、花びら同士は押しくらまんじゅ
うのように、お互いに反発しあうようです。各参加者
が１つの花びらとなってもらい、その状況を身をもっ
て実験します（激しい運動ではありません）。反発に応
じて、花びらがどう配置され、さらに、花びらの数を
も決めることができるでしょうか？

64 3/19（土）横田　洋 総合学術
博物館

映画と演劇の歴史 制限無し 私たちは数十年も前の古い映画を鑑賞することがあり
ます。また数百年前に書かれた古い演劇作品が現代で
も数多く上演され、それらを観賞することができます。
古い作品を娯楽としてあるいは芸術として純粋に鑑賞
することは大変有意義でまた私たちの楽しみとすると
ころですが、一方で、作品を歴史的な流れのなかでな
がめていくと、そこにさらに新たな魅力を発見するこ
ともできます。歴史的なものの見方が変化すると、作
品の歴史的な意義だけでなく、作品の芸術的な価値自
体が大きく捉え直されることもあります。映画と演劇
とその歴史について考えてみましょう。

65 3/26（土）道下　雄大 総合学術
博物館

里山の植物文化 中学生以上 日本では、植物を利用する様々な文化があります。里山
でのフィールドワーク、そして各自の経験を通して、里
山の文化や植物の存在意義について考えてみましょう。
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3.7 団体見学等一覧
№ 月　　日 曜日 団　体　名 人数 説明教員等

1 平成 22年 4月 1日 木 阪大九友会 18 横田

2 4月 12日 月 第 5時限の授業（高杉先生） 105 橋爪・高橋・廣川

3 4月 13日 火 白井直美様、中嶋雅子様 2 江口

4 4月 22日 木 川西市古代学友の会 40 寺前
（埋蔵文化財調査室）

5 4月 26日 月 授業　地球科学Ａ 100 

6 4 月 27日 火 池田功名誉教授同窓生ほか 10 江口

7 4月 27日 火 豊中市　人権文化部　人権企画課 2 江口

8 5月 10日 月 雲雀丘学園高等学校　55期生 33 江口

9 5月 11日 火 大阪大学工学部応用化学科　昭和 35年卒業　クラス会 30 江口

10 5 月 13日 木 豊中市　人権文化部　人権企画課 3 江口

11 5 月 21日 金 兵庫県川西市生涯学習短期大学平成 22年卒業
「暮らしの化学 ･薬」有志OB会「舎密会」 15 高橋

12 5 月 22日 土 石橋×阪大（石橋キャンパスプロジェクト） 18 

13 5 月 26日 水 マスターズ旭三（老人クラブ） 16 宮久保

14 5月 26日 水 大阪大学本部事務機構及び医学部付属病院
新人事務職員 14 

15 5 月 29日 土 植物探検隊 30 

16 6 月 2日 水 授業「地球環境科学入門」（理学研究科　中嶋先生） 107 

17 6 月 5日 土 理学研究科化学専攻
芝研究室・楠本研究室合同同窓会 36 豊田

18 6 月 5日 土 植物探検隊 23 

19 6 月 16日 水 理学研究科　圡山　明教授　２限目授業 111 

20 6 月 16日 水 大邱（デグ）科学高等学校 101 江口・松永・横田

21 6月 23日 水 芦屋川カレッヂ（AC）第２６期 12 

22 6 月 30日 水 吹田第二婦人会 40 廣川

23 7 月 21日 水 韓国ハイアン大学 4 豊田

24 7 月 28日 水
ハルビン工業大学理学研究院院長　一行
（大阪大学情報科学研究科 －ハルビン工業大学理学院学
術交流に基づく招聘）

5 宮久保

25 8月 2日 月 和歌山県立田辺高等学校 104 

26 8 月 3日 火 星稜高等学校 35 

27 8 月 26日 木 智弁学園高等学校 81 

28 8 月 27日 金 智弁学園高等学校 110 

29 8 月 31日 火 韓国市民団体の日本研修 35 江口

30 9 月 14日 火 大阪薫英女学院高等学校　普通科　1年 5 

31 9 月 15日 水 （老人クラブ）ローズ会 28 廣川

32 9 月 18日 土 京都府立桃山高等学校　歩こう会 18 高橋

33 9 月 22日 水 大阪狭山市熟年いきいき事業実行委員会歴史文化部 15 松永

34 9 月 24日 金 社団法人　近畿化学協会　ヘテロ原子部会 20 江口

35 10 月 6日 水 平成 22年度（第 2回）大阪大学新人職員研修 77 
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№ 月　　日 曜日 団　体　名 人数 説明教員等

36 10 月 8日 金 大阪府立天王寺高等学校　（法学部見学グループ） 35 

37 10 月 8日 金 大阪府立住吉高等学校 116 

38 10 月 13日 水 わだち会（阪大工学部昭 29年卒） 18 

39 10 月 14日 木
JICA 研修団（アフリカ諸国　政府関係技術者　建設関係） 
受入先 : 社会基盤工学部門　
教授　鎌田敏郎、特任助教　内田慎哉

14 江口

40 10 月 18日 月 川西市生涯学習短期大学（レフネック）経済生活学科
OB会 13 豊田

41 10 月 19日 火 奈良県立平城高等学校PTA 72 

42 10 月 20日 水 工学部地球総合工学科 3年生（応用地質学履修者） 30 

43 10 月 21日 木 近畿大学附属新宮中学校 45 

44 10 月 22日 金 奈良高校ＰＴＡ 90 

45 10 月 25日 月 岡山県立岡山一宮高等学校 45 宮久保

46 10 月 25日 月 大阪大学総務部人事課（担当係 : 人事課総務係） 20 廣川

47 10 月 25日 月 六〇会（ぶれいかい）
昭和 35年　阪大工学部機械工学科卒業生同窓会 33 豊田

48 10 月 26日 火 近畿大学附属東広島高等学校 45 

49 10 月 27日 水 不朽会 10 高橋

50 10 月 29日 金 大阪府立春日丘高等学校 47 廣川

51 10 月 29日 金 米子北斗高等学校 16 

52 11 月 2日 火 初芝富田林中学校（３年生） 146 

53 11 月 5日 金 歴史考古の会（ASF２） 21 

54 11 月 10日 水 豊中市立小中学校教育研究会　｢豊中の歴史 ｣ 11 

55 11 月 12日 金 七国立大学財務関係実務担当者 11 

56 11 月 16日 火 和歌山県立古佐田丘中学校 83 

57 11 月 16日 火 私立報徳学園高等学校 88 松永・高橋

58 11 月 18日 木 大阪府高齢者大学　同窓会豊中 53 橋爪

59 11 月 24日 水 大阪大学理学部新制化学科４回生
（昭和 31年 3月卒業） ミニクラス会 8 宮久保

60 11 月 26日 金 兵庫県立宝塚北高等学校 42 豊田

61 12 月 4日 土 広報とよなか 10 

62 12 月 13日 月 私立開星高等学校 12 高橋

63 平成 23年 1月 7日 金 豊中市教育委員会　豊中市教育センター
サイエンス ･ツアー 40 江口

64 3 月 8日 火 パークシルバー会 18 

65 3 月 9日 水 大阪青凌中学高等学校 46 

66 3 月 22日 火 箕面市退職教務員の会ハイキングクラブ 18 松永

計 2659 人



― 76 ―

3.8 待兼山修学館 3階セミナー室使用状況一覧
No. 月　日 曜日 行　事　又　は　集　会　名 人　数
1 平成 22年 4月 15日 木 生命理学基礎演習１ 30 
2 5 月 7日 金 平成 22年度「博物館体験コース」授業
3 5月 8日 土 大阪大学文学部 ･文学研究科同窓会講座 35 
4 5 月 10日 月 雲雀丘学園高等学校　55期生見学説明 33 
5 5 月 14日 金 平成 22年「博物館体験コース」授業

6 5月 15日 土 第 11回企画展　第 24回ミュージアム・レクチャー
「『陽だまりの樹』と蘭方医手塚良仙」 40 

7 5 月 29日 土 第 11回企画展　第 25回ミュージアム・レクチャー
「近世大坂の学問と適塾」 30 

8 6 月 19日 土 第 11回企画展　第 26回ミュージアム・レクチャー
「適塾と都市大坂の医療環境」 65 

9 7 月 2日 金 平成 22年「博物館体験コース」授業 16 
10 7 月 7日 水 世界天文年　全国同時七夕講演会　大阪大学講演 40 
11 7 月 9日 金 平成 22年「博物館体験コース」授業 16 
12 7 月 16日 金 平成 22年「博物館体験コース」授業 16 

13 7 月 17日 土 サイエンスカフェ No.47　
「スケジューリング理論事始め －どの宿題から始めたら良いの？－」 15 

14 7 月 24日 土 サイエンスカフェ No.48
「マチカネワニを探求すると？」 30 

15 7 月 29日 木 Handai-Asahi 中之島塾（小倉明彦先生の講座） 25 
16 7 月 30日 金 外部評価委員会 20 

17 8 月 4日 水 サイエンスカフェ No.49
「塗り替えられる歴史像 - 室町幕府の場合 -」 13 

18 8 月 7日 土 サイエンスカフェ No.50
「母乳育児とセルフメディケーション －タンポポコーヒーの活用－」 7 

19 8 月 17日 火 夏の小学生科学体験教室 「水の硬さって、なに？」 23 
20 8 月 18日 水 夏の小学生科学体験教室 「戦国大名を系図からみてみよう」 20 
21 8 月 19日 木 夏の小学生科学体験教室 「冷やせ ! －195℃の不思議な世界」 26 
22 8 月 20日 金 夏の小学生科学体験教室 「花粉管を伸ばしてみよう」 16 

23 8 月 21日 土 サイエンスカフェ No.51
「折畳みの科学 －折畳める円筒、折畳めない円筒－」 26 

24 8 月 24日 火 大阪大学技術職員研修（第 27回） 27 

25 8 月 28日 土 サイエンスカフェ No.52
「西洋の歴史とキリスト教」 23 

26 8 月 31日 火 博物館団体（韓国市民団体の日本研修）見学説明 35 

27 9 月 4日 土 サイエンスカフェ No.53
「相対性理論の世界」 23 

28 9 月 7日 火 大阪歴史科学協議会編集委員会
（大阪歴史学会の機関誌『歴史科学』202号編集作業のため） 5 

29 9 月 8日 水 資産決算課　打合せ 10 

30 9 月 10日 金
科学研究費補助金（基盤研究（A））
｢近現代の日本における医療の構造変化と歴史の重層 ｣
（代表者 : 鈴木晃仁）による研究会・会議

20 

31 9 月 11日 土 サイエンスカフェ No.54
「固体表面の化学」 24 

32 9 月 14日～ 24日 火～金 博物館実習 130 

33 9 月 24日 金 社団法人　近畿化学協会　ヘテロ原子部会
幹事会およびセミナー 20 

34 9 月 25日 土
サイエンスカフェ No.55
「幕末大坂の浮世絵「浪花百景」
 －なにがえがかれているか、みんなで探ろう－」

25 

35 9 月 29日 水 博物館実習 36 
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No. 月　日 曜日 行　事　又　は　集　会　名 人　数
36 9月 30日 木 博物館実習 16 
37 10 月 9日 土 第 4回植物探検隊＠秋の待兼山を訪ねて

38 10 月 12日～ 16日 火～土
特別展示
抵抗を縫う・・・チリのキルトにおける触覚の物語
GCOE（映画上映及びワークショップ）

456 

39 10 月 20日 水 応用地質学 30 
40 10 月 23日 土 第 4回植物探検隊＠秋の待兼山を訪ねて

41 11 月 6日 土 第 12回企画展　ワークショップ
「描線を楽しもう －1 本の線で描く－」 43 

42 11 月 7日 日 第 12回企画展　第 27回ミュージアム・レクチャー
「線描の軌跡」 55 

43 11 月 13日 土 放送大学面接授業 38 
44 11 月 15日 月 橋爪教授授業 93 
45 11 月 20日 土 放送大学面接授業 38 
46 11 月 26日 金 感謝状贈呈式（井上文顕氏） 10 

47 11 月 27日 土 第 12回企画展　第 28回ミュージアム・レクチャー
「愚直な音楽 －ジョンケージによる図形楽譜の試み－」 28 

48 11 月 29日 月 打合せ（手塚プロダクション）

49 12 月 4日 土
第 12回企画展　第 29回 ･第 30回ミュージアム・レクチャー
「能と絵の出会い －須田国太郎　能・狂言デッサン再考－」
「（能）と父・須田国太郎」

70 

50 12 月 11日 土 第 12回企画展　第 31回ミュージアム・レクチャー
「行為の痕跡：1950 年代（具体）作品の線」 23 

51 12 月 21日 火 講義（日本美術史） 20 
52 12 月 22日 水 消費生活セミナー in　阪大 50 
53 平成 23年 1月 7日 金 豊中市教育委員会　豊中市教育センター　サイエンス ･ツアー 40 

54 1 月 8日 土 サイエンスカフェ　No.56
「分子の動きを追いかける」 32 

55 1 月 15日 土 サイエンスカフェ　No.57
「放射線とのつきあいかた －その効用とリスク－」 20 

56 1 月 22日 土 サイエンスカフェ　No.58
「構想道路の渋滞は何故起こる －渋滞発生の物理－」 19 

57 1 月 24日 月 自然総研セミナー「マチカネワニものがたり」 50 

58 1 月 29日 土 サイエンスカフェ　No.59
「「地域」って何だろう ?」 8 

59 2 月 5日 土 サイエンスカフェ　No.60
「ギターはいつ「カラフル」になったか」 12 

60 2 月 12日 土 サイエンスカフェ　No.61
「漢方ってなあに －漢方 ･入門の入門－」 20 

61 2 月 19日 土 第 15回サステイナブルテクノロジー研究会 30 

62 2 月 26日 土 サイエンスカフェ　No.62
「ホタルの光のひみつ」 33 

63 3 月 2日 水 大阪府高等学校理化教育研究会
阪大豊中キャンパス 見学会 45 

64 3 月 12日 土 サイエンスカフェ　No.63
「花びらの枚数の決まり方を考えよう」 35 

65 3 月 15日 火 第 13回企画展展示内容についての打ち合わせ 5 
66 3 月 18日 金 薬学研究科　伝統医薬解析学分野セミナー 10 

67 3 月 19日 土 サイエンスカフェ　No.64
「映画と演劇の歴史」 11 

68 3 月 26日 土 サイエンスカフェ　No.65
「里山の植物文化」 22 

計 2282 人





4．館内配置図
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5．寄贈図書一覧
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№ 寄贈者 書　名

1 池田市立歴史民俗資料館 古墳時代の猪名川流域
－猪名川流域に投影された畿内政権の動静－

2 和泉市久保惣記念美術館 特別展　数の美術　数えて楽しむ東アジアの美術
3 岩手県立博物館 いわての漆～縄文から現代まで　岩手に伝わる漆の文化～
4 大阪城天守閣 瓦版にみる　幕末大阪の事件史・災害史
5 大阪城天守閣 秀吉への挑戦
6 大阪歴史博物館 特別展　昭和のおもちゃとマンガの世界
7 大阪歴史博物館 特別展　新淀川 100 年　水都大阪と淀川
8 大阪歴史博物館 なにわの考古学 30 年の奇跡－足下に眠る歴史－
9 香川県立ミュージアム 高松松平博物図譜　衆芳画譜　花卉　第四
10 香川県立ミュージアム 高松松平博物図譜　衆芳画譜　花果　第五
11 九州国立博物館 馬　アジアをかけた二千年
12 九州国立博物館 ゴッホ展　没後 120 年　Van　Gogh
13 九州国立博物館 誕生！中国文明
14 九州国立博物館 東風西声　九州国立博物館　紀要　第 5号　2009
15 九州国立博物館 白磁を飾る青　朝鮮時代の青花

16 九州国立博物館 パリに咲いた古伊万里の華
　日本磁器ヨーロッパ輸出 350 周年記念

17 九州国立博物館 湖の国の名宝展　最澄がつないだ近江と太宰府
18 九州国立博物館 名品でたどる　室町から桃山の茶　茶の湯を楽しむ 3
19 九州国立博物館 邪馬台国　九州と近畿

20 京都市立芸術大学芸術学研究室 京都市立芸術大学創立 130 周年記念展
京都日本画の誕生－巨匠たちの挑戦

21 京都府丹後郷土資料館 大丹波展－豪族たちの栄華－

22 神戸大学大学院人文学研究科海港都市研究センター 海港都市研究　第 6号

23 国立大学法人三重大学 「博物館・大学・県民がつくる学びの輪」記録集
24 国立民族学博物館 彫刻家エル・アナツイのアフリカ
25 国立民族学博物館 特別展「ウメサオ　タダオ展」
26 サントリー美術館 合同研究紀要　二○○九

27 総合研究大学院大学 教育研究プロジェクト特別講義第 22 号
与謝野晶子の源氏物語翻訳と自筆原稿

28 武田科学振興財団 杏雨 13 号
29 たばこと塩の博物館 研究紀要第 9号　開館 30 周年記念論集
30 帝塚山大学附属博物館 帝塚山大学附属博物館蔵品図版目録　考古Ⅰ
31 東北大学総合学術博物館 Bulletin of the Tohoku University Museum No.9 2009
32 道修町資料保存会 道修町文書近世編第一巻
33 名古屋市博物館 研究紀要　第 34 巻
34 新潟大学旭町学術資料展示館 佐渡金銀山に関わる資料をヨーロッパに訪ねて
35 西宮市立郷土資料館 西宮の山岳信仰
36 根津美術館 旧竹田宮家所蔵品受贈記念　ひなかざり
37 根津美術館 村上コレクション受贈記念　中国の古鏡
38 福井県立恐竜博物館 アジア恐竜時代の幕開け－巨大恐竜の進化
39 佛教大学宗教文化ミュージアム 資料集『法然院忍澂上人と大蔵対校録』
40 佛教大学宗教文化ミュージアム 展観図録『日本仏教と高麗版大蔵経－忍澂上人を中心として－
41 佛教大学宗教文化ミュージアム レジュメ集『日本仏教と高麗版大蔵経』

42 北海道大学水産学部海洋生物学講座( 魚類体系学領域 ) ペルー海域の深海魚類図鑑

43 北海道大学総合博物館 豊平川と私たち－その生いたちと自然－
44 北海道大学総合博物館 わが街の文化遺産　札幌軟石－支笏火山の恵み－
45 松代文化施設等管理事務所 こども松代みて歩き
46 松代文化施設等管理事務所 松代新御殿（真田邸）
47 南山大学人類学博物館 南山大学人類学博物館紀要　第 29 号
48 和歌山市立博物館 紀州徳川家のお姫さま
49 和歌山市立博物館 和歌山市史研究第 39 号
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編集後記
通算 9冊目の『大阪大学総合学術博物館年報 2010』をお届け致します。二つの企画展

を重点的にとりあげていますが、通常の活動報告の中にも、博物館の活動として特筆した
いことがあります。
一つは、巻頭でも取り上げられている短期間の展覧会です。学内のグローバルCOE研

究拠点主催の展示会に場所を提供するという形でしたが、博物館活用の新たな取り組みに
なりました。
もう一つは文学部講義「博物館学（学内実習）」です。これは大学博物館の本来の機能と

して重要で、松永助教がスタッフとして加わってスタートを切ることが出来ました。企画
展以外のこれらの活動も、博物館の着実な進歩を裏付けるものではないかと思います。
実は 2010 年度は活動報告には出てこないことでも慌ただしい一年でした。教員の主要

な居室と事務室・資料室などを設けていた共通教育本館（イ号館）が改修されて、「大阪大
学会館」として、2011 年 3月末に生まれ変わりました。改修の前後に、博物館教職員と
多くの収蔵資料があわせて二度の引越しをすることになりました。新しい大阪大学会館は、
豊中キャンパスの顔ともいえる建物で、その中でまとまったスペースに実習室を取ること
ができるなど、博物館も新しい環境になりました。機会があれば、お立ち寄りいただけれ
ば幸いに存じます。

（文責　宮久保　圭祐）
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